MITSUBISHI 

兰菱才ーブントースター（家庭用） [保証書付] 

保証書は、この取扱説明書の 

A 裏表紙に記載されております。 





•ご使用の前に、この「取扱説明書」をよくお 
読みになり、正しく安全にお使いください。 

•裏表紙の「保証書」は「お買上げ曰•販売店 
名」などの記入を確かめて、 P ぶ売店か5お受 
取りください。 

• 「取扱説明書（保証書）」は大切に保存して 
<ださい。 


この商品は日本国内専用で、外国では使用できません。 
また、アフターヴービスちでさません。 

This appliance is designed for use in Japan only 
and cannot be used in any other country. 

No servicing is available outside of Japan. 


〈イメージ写真です〉 

ぺージ 

























































■誤った取扱いをしたとさに生じる危険とその程度を、次の表示で区分して説明しています。 


f A 警告 

誤った取扱いをしたとをに、死 t や重傷などに結びつく可能性びあるもの 1 

、 A ミ主意 

誤った取扱いをしたとをに、傷害または家屋-家財などの損害に結びつくもの J 


■図記号の意味は次のとおりです。 


' 〇禁止 

题）接触禁止 

Q 指示を守る 

を電源プラグを巧く 

⑩分解禁止 

颗 水めれ禁止 

® めれ手禁止 

J 


体体表が 


A 

感電注意 ^ 

A 

発乂注意 

1 A 

局ミ皿/王局 


r 


A 警告 

N 

分解.修理.改造をしない 

1^1 (感電.発乂 .けが.異常動作の原因） 

•修理は、お買上げの販売店または「王菱 
電機修理窓□」にご相談ください。 

i 

> 

1源は交流1 00 V で定格1 5 A 

U 上のコンセントを単独で使う 

コンセントを他の器具と同時に使ったり、\ 
机や家具のコンセントを使うと異常発熱 
して、発义-义災の原因 ノ 

•延長コードら定格1己 Aia 上のらのを 
単独でお使いください。 



r 

1 源プラグは根元まで確実に差込む 

f 差込みが不完全なとさ、感電•発熱による 

1 乂災の原因 

) 

i 

^ 電源プラグの刃および刃の取付面の 
m ほこりをとる 

W (ほこりが付着していると、火災の原因） 

めれた手で、電源プラグを巧差し 

傭電の麵 

這 

^ かにつけたり、水をかけたりしない 

^ (感電•ショートの原因） 

の g 品など 可誦の近くで 

(乂災の麵 

が 

冒源コード-プラグを傷つけない 

/重い物をのせたり、無理に曲げたり、束、 
ねたり、引っ張ったり、加工したりする 
\と、破損して感電-発乂-やけどの原因ノ 

1 

お子さまだけで使わせない 

1 X 1 幼児の手の届くところで使わない 

(やけど*感電*けがの原因） 

iCN 傷んだ電源コード•プラグや差込み 
( X ) のゆるいコンセントは使わない 

(感電.ショート.発乂の原因） 

受皿に油を入れて使わない 

fXl (乂災の麵 

i 

Vs 

^ 異常.故障時には直ちに使用を中止ずる 

■(発煙•発乂 • 感電の原因） 

W • 電源]-ドやプラグが異割こ熱い。 

•製品に触れるとビリビリと電気を感じる。 

• ヒーターが発熱しない。 

•その他の異常•故障がある。 

今故障や事故防止のため、電源プラグを抜 
いてか5、必ず販売店にご連絡ください。 J 


A 注意 


0 


壁や家具の近くで使わない 

(熱による変形-変色-乂災の原因） 


「消防法基準適合」 



>上記寸法を離し、 

前面と側面の片方を開放してください。 


0 不安定な所や熱に弱い敷物の上では 
使わない 

(乂災の原因） 


0 本体の上や下に物を置かない 

^本体や物が変形•変質したり、、 

I 乂災の原因 I 


0 ビン-宙詰などを直接加熱しない 

(破裂やホ熱して、やけど-けがの原因） 

0 バターやジャムなどを塗ったパンを 
焼かない 

(調理物の発乂の原因） 


0 生の魚や肉を直接焼かない 

/調理物の油が落ちたり、はねて、 

I 発乂の原因 ) 

•フライなど油の出るらのを、受皿なしで加 
熱しないでください。 

•アルミホイルを使つてら、油がもれること 
があるので、必ず受皿を使います。 


〇 電源プラグを持って抜く 

/電源コードを持って引き巧くと、、 

、感電•シヨート•発乂の原因/ 

〇 必ずくず受けトレーをセツトして 
使う 

(はずして使ラと、乂災の原因） 

〇 お手入れは、電源プラグを抜き、 
本体び冷めてか5巧う 

(感電*やけど-けがを防ぐため） 

〇 庫内はこまめにお手入れする 

/調理物の発煙.発乂.床面のこげを、 

I 防ぐため ) 


〇 


を 

(D 


調理物か5発煙したときは、 

電源プラグを巧を、ドアを開けない 

(発乂を防ぐため） 

• ドアを開けると空気び入り、炎が大さく 
なります。鎮乂するまでドアを開けない 
でください。 

• ドアガラスが割れるため、水はかけない 
でください。 


使用時 m 外は、電源プラグを抜く 

(絶縁劣化による感電•漏電•义災を防ぐため) 


使用中や使用直後は金属部や 
ドアガラスに触れない 

(やけどの原因） 




ノ 


お願い 


0 使用中は本体か5離れない 

(調理物の発乂の原因） 

•特にクッキーやかさらちなどの燃えやすい 
ちのを調理するとさは、絶対にそばを離れ 
ず、仕上がりを見なび5調理する。 


0 

必要似上に加熱しない 

(過熱して発乂の原因） 



調理 m 外の目的に使わない 


〇 

(火災の原因） 


V 


/ 


•ラックや棚の中で使わない 

(乂災の原因） 

♦熱い受皿やドアガラスには水をかけない 

(変形-故障-ドアガラスの破損の原因） 

• 調理物は焼を網の中央にのせる 

(焼を網はずれを防ぐため） 

•受皿調理は、食品や調理中に出る油び受 
皿か5こぼれない分量やのせかたでう 

(発煙-発义を防ぐため） 

•もち酸紙(ケーキ用型紙)やオーブンシート 
などは使わない （発义の原因） 
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八ンドル 


ドアガラス 


引出し式 
くず受けトレー 

(必ずセツトして使う) 


焼さ網 

(着脱式- ► 6ぺージ） 



細刀換 

(巨 0- R 已 0 J 巨のみ） 


電源コード 

束ねたまま \ 

使用しない。 

コードが熱くなり 
やけどの原因。/ 


電源プラグ 


タイ7— 


ヴーモスタツトの働さ 


この商品には過熱防止のためのヴーモスタツ 
卜（温度制御装置）がついてます。庫内が高 
温になると、ヒーターが自動的に消えたり、 
ついたりしなが5調理します。 


ヒーターが消えて いてち、^ 
故障ではありません 。 ) 


付属品 


受皿1枚 I 



^お願い ) 

汁や油が出たり、チーズなどこぼれやすい食品 
を調理するときは、受皿を使う。 

(発煙-発乂を防ぐため） 

V 一 



電 

源 

交流10 0 V 己 0-60 HZ 

本体 質量 
(受皿含む） 

B 0- R 50 JB : 3.0 kg 

B 0- R 20 JB : 3.0 k 呂 

消費電力 

1200 W 

夕 

イマ ー 

1己分計チャイム付(ゼンマイ式） 


外お 

幅378 X 奥行263 X 高さ231 mm 

义力 

BO - R 50 JB 

1 200 W /900 W /600 W /300 W 

本体寸法 

庫内 

幅260 X 奥行220 X 局さ90 mm 

切換 

B 0- R 20 JB 

1200 W のみ 


脚間 

幅336 X 奥行 208 mm 

□ — 

ドの長さ 

ゴムコード Im 

溫度制御装置 

サーモスタット 

付 

属 品 

受皿1枚 

(内寸：幅236 X 奥行20已 X 高さ11圓） 
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ザ:ぞタホか♦ ♦•♦姐か.於渝乂善成もみみみを:みかみを.み:みみ.み 《 か^ 

马 fr ? ぐ V を勺すミ？はじめてご使用になるときは、においや煙が出ることがありますが、 li 爹 i 巧 # fd 


はじめてご使用になるときは、においや煙が出ることがありますが、 
き!故障ではありません。ご使用にともない出なくなります。 


聞 


〇電源プラグをコンセントに是込み、調理巧を入れる 


パンの置をかた 


ピザの置をかた 


ちちの置をかた 


クッキーの並べかた 

* 食ノ くンは6枚切(厚さ2 cm ) を標準にしています。 

♦受皿の中央に置く 

•均等に置< 

•受皿にアル S ホイルを 


* 冷凍ノ くンは解凍してか5焼いてください。 


しき、均等に並べる 


>中央に置く 


>均等に置< 




2枚 

\ 




1 

\ 傍 


V 

ドア側 

/ 





ドア側 


お願い 


ドア側 

■調理物は焼き網の中央に置く 
(焼き網はずれを防ぐため） 

■受皿を使ラとをは調理物を均等に置く 
(受皿の変おを防ぐため） 


アルミホイル 
ドア側 


任 义力切換を七ツトずる （ B 0- R 50 JB のみ) 


乂力切換 ( W ) 

トースト 

1200 



( 1200 W ) 

上ヒーター日日日 W 


し 900 W J 

上ヒーター3日日 W 


Q_600W J 
上ヒーター30日 W 


下ヒーター日0日 W i 下ヒーター日日 0 W i 下ヒーター 300 W i 下ヒーター 30日 W 


い 00 W 

上ヒーター切 


& 


お知5せ） ヒータ ー300 W のとき、ヒーターはあまりホくなりません。 


タイマーを七ツトずる 

•調理に応じてタイマーをセツトする 
•途中で切りたいときは、「切」までちどす 


調理中、ドアか5湯気が出ることがありますが、 
異常ではありません。 


お願い 


タイマーを固定したり、回し過ざたりしない 

(火災の原因） 


狂 


I お知 S せ j 

♦ヴーモスタットが働くと、ヒーターは消えますが、 

調理は続けています。（ヴーモスタットの働さ吟3ページ） 
•ヒーター 3 日日 W のとき（使い かた©)、 ヒーターは 
あまりホくなりませんが、調理はしています。 


タイマー目盛 r 引な下に合わせるとき 


^下記のよラに合わせないと、タイマーが正常に働かない 
、場合があります。 


例 . 「3」に台わせるとき 



タィマ- 

四 


目盛「6」!^ソ上に回す 



チャイムが鳴った6、調理物を取出ず 


I お知 S せ j 

チャイムが鳴ってしば5くはタイマーの動く音がしますが故障ではありません。 


お願い 


C 


■熱い受皿を出し入れするときは、乾いた巧などを使用する 

(やけどを防ぐため） 

■焼き網が食品カスなどで巧れたときは、すぐにお手入れずる今6ページ 

(サビの原因） 


■使用後は必ず電源プラグを巧< 


A ま意 

電源プラグを持って抜< 
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•調理時間は材料の温度•質-量などにより異なります。仕上がりを見なが5調即してください。 

• 受皿は急;令したり、調理物を均等にのせないと変形することがあります。 

•16 分 iU 上の調理をするときは、タイマー1曰分で加熱後、もう一度タイマーを回して残り時間を合わせてください。 


f 

メニュー 

受皿の 
有無 

B 0- R 20 JB 

B 0 -R 曰 0 JB 

メ モ 

調理時間 
めやず(分） 

乂力切換 

調理時間 
めやず(分） 

卜ースト 

- 

2〜2.己 

1200 W 

2〜2.已 

目枚切、 2 枚 

焼もち 

- 

2〜3 

2〜3 

市販の切りちち、 1 コ約已日邑、 4 コ 

焼おにぎり 

〇 

10〜12 

10〜12 

1 コ約 80 呂、 4 コ 

ピザ 

〇 

巨〜8 

巨〜8 

直径約 20 cm (8 インチ)、 1 枚 

グラタン 

- 

巨〜8 

900 W 

10〜12 

1 皿約 240 呂、 2 皿 

ホイル焼き 

〇 

1已〜2已 

1已〜2己 

1 包約 140 呂、 2 包 

ホットドッグ 

- 


600 W 

巨〜7 

ホットドッグ用パン、 3 コ（アルミホイルで包む） 

クッキー 

〇 


7〜9 

1 コ約 8 呂、 12 コ（受皿にアルミホイルをしく） 

パ 

ン 

お 

た 

た 

め 

パター□ー ル 

〇 


300 W 

巨〜7 

1 コ約 30 呂、 6 コ 

ク□ワッサン 

〇 


巨〜7 

1 コ約 4 己呂、 4 コ 

フライ再加熱 

〇 


1己〜20 

調理済みのちの 

、么 

/で 

凍 

食 

品 

V 

焼おにざり 

〇 

13〜16 

1200 W 

13〜16 

1 □約己〇呂、 6 コ 

グラタン 

- 

12〜18 

900 W 

1己〜20 

ア) レミ容器入り、 1 皿約 200 呂、 2 皿 

ピザ 

〇 

巨〜8 

8〜12 

直径約 1 已 cm 、 1 枚 

フラ斗 

〇 


600 W 

8〜12 

調理済みのちの 


上手な!ストのコツ 


■焼き色•焼き時剧ホ、パンの種類、厚さ、室温などで異な 
ります。（上下の焼き色も多少違うことびあります。） 

• ノ くンは 6 枚切僱さ 2 cm) を標準にしています。 

• 冷凍ノ ':ンは解凍してか5焼いてください。 

(焼さムラを防ぐため） 


アル5ホイルの使用 


■油が飛びやすいちの、表面がこげやすいちのは、アルミホ 
イルをしいたり、包んだりします。 

■表面がこばすざる場合は、アルミホイルをかぶせると、こ 
げに <<なります。 


破裂しやすいをのを巧く場合 


■膜や殻のあるちの(栗など）は、破裂する恐れがあります 
ので、切り目などを入れてか5調理してください。 


回1ツ上続けて巧く場合 


■続けて焼くときは、ドアを開けて約2分庫内を;令まします。 

/庫内を冷まさずに続けて焼くと、過熱防止のために\ 
ヴーモスタツトが働き、調理時間が長くなる場合が 
\あります。（ヴーモスタツトの働さ吟3ページ） ノ 


市販のを巧食品を巧く場合 


■「オープン I -ースター」用のちのを使用して<ださい。 

■ノ くッケージの注意事項をよく読んで使用してください。 
■ヴーモスタット(温度制御装置)が働さ、パッケージに記載 
の調理時間より長くかかることがあります。 

■加熱しすざないように注意してください。 

(発乂を防ぐため） 


お願い 


天ぷ S ; 令凍食品は焼かない（発乂の原因） 


琴•ミち 

♦み 參争 み 

4♦ミ争 

ミ—參 

雲參を* 

み争♦去. ♦ 

寒ぶ*# 

至争 

*奚•：ミ參' 

か tt 

がみ象を 

巧み##ホ i 

み#.夕呼 

ミ；ミ華 

わ.か##‘* 

$$.» 

み： 







巧 R ド P 

1113 
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必ず電源プラグを抜いて、本体び冷めてか6行う（やけどを防ぐため） 

含 • 考巧曼票ホ共み多み##み f 砂がみをホをみを 



お願い 


■庫内、特に焼き網、くず受けトレーはこまめにお手入れ 


■本体の丸洗いはしない（故障の原因） 


する 

^ミちれたまま使ラと、調理カスの発乂-異常発熱 • ^ 

1 焼さムラの原因 ノ 

■次のものは使わない（傷-腐食-変色の原因） 

•ベンジン、漂白剤、みがき粉、シンナー、アルコール 
•スチールタワシ、スポンジのナイ□ン面、亀の子タワシ 

( 本体.庫内 〕 

〔 焼さ網 1 

ラすめた台所用中性洗剤をしみこませた巧を 

はずして台所用中性洗剤で洗い、よく乾かす 


かたく絞ってふく 


受皿 


はずしかた 


台所用中性洗剤で洗い、よく乾かす 


お願い 



〇 ドアを半開きにして 手でおさえながら、焼き網を 
手前に引き、ドアフックか5はずす 


受皿び熱いとき、水で急をしない 
(変形の原因） 



くず受けトレー 


>こまめに引出して、調理カスを捨てる 
>台所用中性洗剤で洗い、よく乾かす 


©焼き網を庫内の奥まで移動させて上に持ち上げ、 
フックを軸か5はずす 



' お手入れ後は必ず‘上側"印の入った面を上にして、 
、取付ける。 ノ 



逆の手順で行う。必ず、フックを軸に、焼き網を 
ドアフックにかける。 


A 注意 お手入れ後、焼き網•くず受けトレーは逆の順序で確実にセツトする（乂災を防ぐため） 


修理など依頼する前に取扱説明書をよくお読みの上、下記の点をお調べください。 


こんなとを 

調べるところ 

•加熱されない 

• 電源プラグが確実に差込まれていますか。 

•タイマーはセットしましたか。 

• ヒーターびつかない 
消える 

ついたり消えたりする 

•続けて調理していませんか。（ヴーモスタットが働いている。吟3ページ） 

• ヒーター3日日 W のときは、通電していてちヒーターはあまりホくなりませ 
んが、調理はしています。今4ぺージ © (目日 - R 已日 JB のみ） 

•庫内び変色する 

•ご使用にとちない変色することがあります。 

熱によるちのでご使用に差しつかえありません。 


上のことをお調べになって、それでち不具合があるときは使用を中止し、必ず電源プラグを抜いてか5、お買上げの 
販売店にご連絡ください。 


づ：: 

♦ ' •窒 

夕*一も為 

♦..'春 f . を#. 

雪，賽毒 

み# 二 

S 义.み.塞一 

琴'ま毒 

ま 14 

抑 tfti 

I 石 t 

ミ♦參多 

か-*命タタ 

う菜 •- 

タタミぞ。 

れ夕血み‘'> 

:を：夕 
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■保証書 

>保証書は必ず「お買上げ曰•販売店名」などの記入をお確 
かめのラえ、販売店か5お受取り <ださい。 

>内容をお読みのあと、大切に保存してください。 


保 RE 期間 お買上げ曰か S 1年でず 


■補修用性能部品の保有期間 

•当社は、このオープントースターの補修用性能部品を製造 
巧切り後、曰年保有しています。 

• 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必 
要な部品です。 

■ご不明な点や修理に関するご相談は 

お買上げの販売店かお近くの r 王菱電機ご相談窓 □ • 修理 
窓口」にご相談ください。 


■修理を依頼されるとさは 

r 故障かな？と思った5」（目ぺージ）にしたがってお調べ 
<ださい。 

なお、不具合があるときは、必ず電源プラグを巧いてか5 
お買上げの販売店にご連絡ください。 

◎保証期間中は 

商品と保証書をご持参のうえ、お買上げの販売店に依頼し 
て < ださい。 

◎保証期間び過ぎているとさは 
修理すれば使用できる場合には、ご希望により有料で修理 
させていたださます。 

◎修理料金は 

技術料+部品代などで構成されています。 

◎修理部品は 

部品共用化のため、色等を変更する場合があります。 


ご連絡いただきたい内容 


1 . 品名（才ーブントースター） 

2. お名 （ BO - R 曰 OJB ， B 0- R 20 JB ) 

3. お買上げ曰（年月曰） 

4. 故障のが況 


ご相談窓□•修理窓□のご案内 (家電品） 



■お問合せ窓□におけるお客様の個人情報のお取り扱いについて 

兰菱電機株式会社は、お客様からご提供いただきました個人情漸ま、下記のとおり、お取り扱いします。 


♦お買上げの販売店にご依頼できない場合 
(転居や贈答品など）は、 

へお問い合わせください。 


各窓 □ 


1. お問合わせ（ご依頼）いただいた修理-保守- 
工事および製品のお取り扱いに関連してお客様 
よりご提供いただいた個人情報は、本目的なら 
びに製品品質-サービス品質の改善-製品情報 
のお知らせに利用します。 

2. 上記利用目的のために、お問合わせ（ご依頼） 
内容の記録を残すことがあります。 


3 . あらかじめお客様からご了解をいただいている 
場合および下記の場合を除さ、当社!;^がの第兰 
者に個人眉報を提供-開示することはありません。 

① 上記利用目的のために、驛社グループ会社- 
協力会社などに業務委託する場合。 

② 法令等の定める規定に基づく場合。 

4. 個人情報に関するご相談は、お問合せをいただ 
きました窓□にご連絡ください。 


ご相談加 家電品の購入相談 • 取扱い方法 


受付時間36己日24時間 


携帯電話- PHS • IP 電話の場合 

兰菱電機お客さま相談センター 

干 154-0001 

ま京都世田谷区池尻 3-10-3 

FAX (03) 3413-4049 (有料） 

(03)3414-9655 


• 兰菱電機お客さま相談センター 

いつもサンキュー 365日 

爲01 20-139-365 触料) 


■ご相談巧応平日 日： 00〜1日： 00 

±•日•祝•薛社休日日： 00〜17: 00 

上記 L ソ外の時間は受付のみ可能です。 


修理窓口 家電品の修理の問合せ • 修理の依お 


♦兰菱電機修理受付センター 

M 0120-56-8634 « 

インターネット 

www.melsc.co.Jp 


受付時間3目己日24時間 


携帯電話- PHS • IP 電話の場合 

北海道.東北全域 

関東甲信越（長野県飯田地区を除く） 
静岡県.九州全域 

東曰本 

修理受付センター 
FAX (03) 3424-1115 

(有料） 

(03)3424-1111 

(有料） 

長野県（飯田地区） 

東海（静岡県を除く） 

北陸•関西•中国 • 四国全域 

西曰本 

修理受付センター 
FAX (06) 6454-3900 

(有料） 

(06) 6454-3901 



♦所在地、電話番号などについては変更になることびありまずので、あ5かじめご了承願いまず。 
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愛情点検 




★長年ご使用の 熱、湿気、ホコリなどの影響や、使用の度合いにより部品び劣化し、 

才ーブントースターの点検を！故障したり、時には安全性を損なって事故につながることもあります。 


このような 
症げは 
ありませんか 

• 電源 コー ドやプラグが異常に熱い。 
•製品に触れるとビリビリと電気を感じる。 

• ヒーターが 発熱しない。 

•その他の異常•故障がある。 

► 

ご使用 
中止 

故障や事故防止の 
ため、電源プラグ 
を巧いてか S 、 必 
ず販売店にご相談 
<ださい。 


ZT 934 Z 001 H 17 巨 
















